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長井盆地の自然地理学的考察

井　上　：玲　子

　o目的と研究地域

　物地形脚かなる麟の下でも、カ、な鯉鷹伽で撚さオし勧である
か，幼き地：理：知者の我であ弓が、自然：地覆4て興味1をもち一その雌一形発蓬の研究

意歓にかり左てられ、学者の未蘇査地域を＝我流で毛良し調査のまねこ巳でよ

も酔ってみ嬬灘見熱した桝であったぷの備庶物下に銀さ
　取たのがご郷璽の畏井鈴懸でありゼの形載戸定㈱∂さらに『そのπ尋グα’4∂

　上の＝麗在の’位置を考．察し．加えてその・形滅を巌に結びつく自然琿境に創細さ

　れてtしる農薫の冷家回向題にも競及したのであろ・

　o方　法

　　ノ．：雌影発達

　　　ろ戴縁懸によろ蹄区分纏本とし現地酸を地豚秘画胡
　　　考寮、珂岸老㎜　の比高対比、岡顧山地の頓魏に控訴を向1すろ・

　　　2．…翁の重め方どして平価立体の両形態を雨着綬看の脚て系統だ

　　　　てて論じた。

　　2　冷＊．警：論題

　　　戸の：毘形発遠によりその生成が明らかにされたわけであろが・二の下に

　　　些まれ弓土：地禾1用肉撮汰ビのようK翻葡さ叙、ビのように鮮決している

　　　の」か一とまずニヒ性を晦らかとし，’健の地区（普「遼といわ：れる）と．か極：端な

　　　地とゆれ雛区と脚凱つクこのμ玩’舘雛格姻ら舵
　　　ゐやの対策がいかに講じ㌧られ進展の異合1よし｝かであり三三の冤猛しばピ

　　　うぐあるのか．

　　　　ン現状一・2，他との比藪　3．対葉　4対策への・考察

　　　　6　今宙の冤与し
　　　と：いった影響、三盆を念頭におきあく迄

　　　　／，自然（鍵形　地理：）との囲建：に重真なあいた三方を｝まなれないよ

　　　　　う1鳶W・がけ

’　　　　　　　　　　　　　　　（18）
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　　　2，　雄：地区と二のとと鞍’てコひいて考イ察し

　　　3その対：策仁：論及したわ1すで・ある。

　麗麩：のままでいいのかも忘；れたくなかったわげであろ。

○結　泉

　／　地形発嬉

　　・剰纏寒の中酬位置的〉をなず野1｝f麺1ぱ三三平野の如く吻ラ軌一

　，面ヶれをなす盆地の中心であろこと＝、つまリ覆井盆地ぱ少くヒ・も二近い遇

表にお褐嚢騨伽礎動をつづげ噛！λそ碑ノ黙あたを
伽㈱菰の）馴μばしたがってσ酬｝μ・’1初劔從，
聴難なくされて映認酵えられた・．・（．2初堺吻〆惣菜ら

　に繭此に域母川ヒ向って’・煩くノ融レ，伽雌一・が禧在し、盆地の面縁を御

耐融融恥丘剖てみら簾痂裡．礎厘熱戦に凱陣
　つて下々（　　　　ゆ3〃へ4ご。）　してい’う事実∵

　　上呂加筆α中ゴと即嫁ぱ・劉μ・下に没した蝉騒描くみ
　いて消笑してい’るのであろ。

曝す引守・に云って畏井盆回雪鹸の顧伽あをこと
　　抑加だ詑だば戯雛で瞬く・μ　吟一問重鉱
　　蒋禦右あっだようである・

　2　⊥地勧鵡

　　県下ノ2の冷稽地帯に呼鐘樋この躯賦膿下の地姻で毛曙ら
　かな如’く、朝州由地の．花翁岩ぬ姫より流下する河川Kより形成されてい履幽

　花導者砂膿轟ルであり、その茶柱：におし1て・もヌし急傾斜で流下すづ．と二し、つ
　　　　　　ノ
夫幽寂砧顯轡融く癩嫉をもつ順あった謹翻懸鯛

　　　　　　　　　　　　　　　　御τ漁顔〆　と扇端で）がみられ，このいて毛黙って翻のが鋤差（ヂ
　美醜岩砂蕨上においてば煉土暗履などでば生めうし、、泥客土を薙ぐ黒馬

　’｛隼：カΨ多調の研究フう、ら鞭ヨ柳瀬ヒさiフれつ・つあろこ二とと二合5わしプ三，｛葬τを’すすめ・・総套

　論に尊いたのであろ。

○発　偲

　六三であ瀬瀬爆のいく三三で：進展させ縮：論にみちびくこどが．できたことぎて．

敵勧ぼえてPを劒賭累よ∫i尺卿一傾んずろ性鵜で筋
季がでの結像にも薦さ加，その；むくいをあじわった次躍であろ、

　馨者の甜交物の無い地を選定したことに毛二6ηさいやりがいを薙ぴてい拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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